



A Ground Protective Relay Method U sing Line Voltage. 
Seikichi SAITO， Fukutaro Suzmn 
(Received Oct. 15， 1970) 
This artic1e explains that recent ground protective relay method， using zero-
phase-sequence current transformer， has a possibi1ity that it makes mu1functions， 
because underground lines are adopted as high tention voltage distribution lines. 
Adding it， this artic1e devises new method， using ordinary line voltage in stead of 
zero-phase-sequence voltage supplied from ground transformer， to give character-
istic of directional selector as the countermeasure. 
We can expect that this new method has mightier performance characteristics 





































































































































c Vbc b 
こ警報のみの回路へ
図4 線開電圧を代用した地絡保護継電方式の構成ならびにその動作ベクトル図
12 
Ie + j60。
。
ie.ーj60。
図5 リアクタンス継電器の特性
もう 1つの読み分けは， リアクタンス継電器方式を
転用することである口リアクタンス継電器の特性は図
5のごとく成らしめ得るから，正方向小力率角の時の
みの動作を取出すことが可能となり，目的を果すこと
ヵ:で、きるに至リる。
以上の地絡方向検出ならびに地絡線の識別方式は地
絡線強制接地方式における検出法としても役立ちうる
ものであるo
従来の接地変圧器との組合せでは，地絡零相回路の
有効電力で継電器を駆動しているので，とかく駆動力
不足になり勝なのを移相や高感度で、救っている状態で
あるが，この方式では無効地絡電流そのものをもって
直接継電器駆動力を発揮させておれまた零相電圧の
ように事故条件によって消長する恐れなき，線開電圧
を相手どって駆動力を確保している点で、本質的に異っ
ている。
この方式は従来のZCTだけの地絡継電方式の代案
たるに止まらず，接地変圧器併用の本格的方向選択性
地絡継電方式に対しても，動作が強力化されており，
かつ確実性を増強している点で一歩の優位を占める性
能を得るに到ったものと考えられるO
なお，この事故回避策を追及してゆくに際して痛感
されることは，配電系統の端末側からケーブル化が実
現してきでいると，幹線部分に大巾な充電電流が行き
交うこととなり，通信系えの誘導障害が深刻化する懸
念を苧んできていることであるo事情がゆるすかぎり
幹線部分の方から先にケープル化の実現を計るとか，
逸速く通信線もケーブ‘ル化に徹することが必要である
と思われる。
この見地から，さらに配電線系統の電源地点にかな
り大容量の対地コンデンサを設置すれば，単にそれだ
けでそれに対する充電電流により地絡事故を起したフ
ィーダの地絡過電流継電器を積極的に動作させること
が可能となってくる。したがって対地静容量の増大を
許すとすれば，単に他域・自域の対地静電容量比を大
きくとるということだけで，従来のZCTの誤動作を
回避する対策となり得ると考えられるo場合によって
は特に対地コンデンサを設置するまでもなく上述の条
件を満足していることも有り得ょう o
一般に対地コンデンサというのは，その充電電流の
ために地絡電流を強化してしまうので，たとえ地絡検
出遮断を有効ならしめ得たとしても他方自然消弧は困
難化する方向に追いやるものであることは，心しなけ
ればならない口
以上の考察において，地絡が直列高抵抗状態の場合
は吟味していないが，執れの検出方式にしても一般に
継電器動作トルクが抵抗値増大と共に減衰してくるo
本報の方式にしてもそれは免れ得なし、。併し本報の方
式にて特に不利な事態に陥るということはないと考え
ている口
4結び
以上にて提起された問題点の解析と，その対策につ
いて考察した。
まず当北陸地区の湿った積雪とL、う悪条件下に生じ
た，地絡継電器の頻繁な動作ではあるが，事態解析の
結果は，絶縁不良によるものではなく従来無視されて
いた対地静電容量の充電電流の増大に基づく誤動作で
あることが判明した。その対策として線開電圧に照合
する新しい方向選択性地絡継電方式その他を提案して
いるoその結果は在来の本格的な方向選択性地絡継電
方式にも優る特徴を実現できる可能性を明らかにする
に到った。
配電線路の地下ケープ、ル化に伴う対地静電容量の増
大について，地絡事故検出の面からも顧慮されねばな
らぬことを指摘している。
(昭和45年10月15日受理)
